
国
土
交
通
省
が
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
導
入
方
針
を
方
向
転
換
し
た
。

2
0

1
6年
度
の
全
面
導
入
を
考
え
て
い
た
が
、
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る

先
導
的
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
絞
り
込
む
H

適
材
適
所
μ

の
ス
タ
ン

ス
に
切
り
替
え
、
可
能
性
を
追
求
す
る
。
試
行
を
通
し
、
国
交
省
に

見
え
て
き
た
も
の
と
は
何
か
。
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
発
注
者
意
識

を
追
っ
た
。

一
「
何
が
有
効
な
の
か
そ
の
方
向
性

一
が
少
し
ず
つ
明
確
に
な
っ
て
き
た
」
と
、

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
技
術
調
査
課
の

白
土
正
美
工
事
監
視
官
は
強
調
す
る
。

ロ
年
度
に
日
件
の
設
計
業
務
か
ら
ス
タ

ト
ト
し
た
C
I
M
の
試
行
は
、
臼
年
度

に
大
き
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
北
海

道
開
発
局
を
合
め
た
地
方
整
備
局
全
体

の
試
行
件
数
は
設
計
段
階
で

μ件
、
施

工
段
階
で
は
希
望
工
事
を
含
め
幻
件
に

達
す
る
。
各
地
整
の
自
主
性
を
重
ん
じ

た
こ
と
で
「
工
夫
し
な
が
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
」
意
識
が
件
数
と
し
て
現

れ
た
。そ
こ
に
は
、
本
省
サ
イ
ド
の
戦
略
も

見
え
隠
れ
す
る
。
地
整
の
C
I
M担
当

者
初
人
強
の
う
ち
、
日
年
度
か
ら
赴
任

し
た
の
は
全
体
の
半
分
を
占
め
る
。
中

に
は
C
I
M
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
担
当
者
も
少
な
く
な
い
。

2
1
3
年

の
ス
パ
ン
で
異
動
が
発
生
す
る
国
交
省

の
人
事
慣
習
で
は
企
画
か
ら
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理
ま
で
を
一
体
的
に
と
ら

え
た
C
I
M
の
考
え
方
を
、
次
の
担
当

者
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
難
し
い
。

白
土
氏
自
身
も
日
年
度
か
ら
赴
任
し

た
1
人
だ
。
「
担
当
者
の
意
識
レ
ベ
ル

を
維
持
し
た
い
」
。
技
術
調
査
課
が
地

整
の
C
I
M担
当
を
集
め
た
担
当
者
会

議
を
発
足
し
た
の
は
日
年
6
月
。
こ
れ

ま
で
に
5
回
の
会
合
を
持
ち
、

c
I
M

の
共
通
概
念
を
整
え
る
と
と
も
に
、

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
自
主
的

2013年度のCIM試行件数
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に
広
が
る
流
れ
に
も
っ
て
い
き
た
い
」

(
白
土
氏
)
と
、
各
地
整
の
取
り
組
み

を
横
に
水
平
展
開
す
る
情
報
共
有
に
も

力
を
注
い
で
き
た
。

地
整
の
中
に
は
横
断
組
織
を
立
ち
上

げ
、
局
を
挙
げ
て
C
I
M
へ
の
対
応
に

c
l
M担
当
者
会
議
で
情
報
水
平
を
展
開 単位件数。予定含む。

各整備局に自主的な流れ生む
舵
(
か
じ
)
を
切
る
動
き
が
広
が
り

め
た
。
先
障
を
切
る
よ
う
に
、
近
畿

備
局
や
九
州
整
備
局
は
事
務
所
を
巻

込
ん
だ
組
織
を
発
足
さ
せ
、
北
海
道

発
局
は
国
土
地
理
院
と
連
携
す
る

で、

c
I
M
の
導
入
検
討
に
乗
り
出

た
。
背
景
に
は
、
自
ら
の
業
務
改
善

追
求
す
る
姿
勢
が
見
て
と
れ
る
。

国
交
省
の
C
I
M制
度
検
討
委
員
会

が
示
し
た
ロ

l
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
中
長

期
目
標
と
し
て
凶
年
度
か
ら
先
導
的
導

入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
移
行
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
。
白
土
氏
は
「
こ
れ
ま
で

は
全
て
を
C
I
M
で
や
る
こ
と
を
前
提

に
考
え
て
い
た
が
、
当
面
は
優
位
適
性

の
あ
る
事
業
に
絞
っ
て
効
果
を
導
い
て

い
く
」
と
説
明
す
る
Q

ロ
年
度
の
試
行
業
務
で
は
、
モ
デ
リ

ン
グ
の
精
度
に
こ
だ
わ
る
余
り
、
設
計

者
の
作
業
時
闘
が
増
大
し
て
し
ま
う
懸

念
が
生
じ
た
。
各
地
整
は
3
次
一
冗
で
や

る
べ
き
も
の
、
や
る
べ
き
で
な
い
も
の

を
感
覚
的
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

臼
年
度
の
試
行
範
囲
が
多
岐
に
わ
た
る

の
も
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
導
入

効
果
を
探
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

だ。
全
体
を
統
括
す
る
高
村
裕
平
建
設
シ

ス
テ
ム
管
理
企
画
室
長
は
「
C
I
M
の

デ
!
タ
構
築
に
労
力
を
割
く
の
で
は
な

く
、
デ
ー
タ
を
ど
う
後
に
残
す
か
が
間

わ
れ
る
」
と
強
調
す
る
。
そ
の
目
線
は

設
計
、
施
工
の
段
階
に
と
ど
ま
ら
ず
、

最
終
的
に
維
持
管
理
で
ど
う
活
用
す
る

か
と
い
う
部
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

「
構
築
さ
れ
た
デ
!
タ
を
つ
な
ぐ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
枠
組
み
が
整

え
ば
」
と
、
し
っ
か
り
C
I
M活
用
の

将
来
を
見
据
え
て
い
る
。
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10.建建中部経済 11建通 12日刊工業
⑬. 設通信 14信濃毎日 15.日本海事
16 設工業
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